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まちづくり課の目標（令和７年度）自己評価書

まちづくり課長 石川 智

個別事業とその目標 達成度
目標達成の効果又は

達成できなかった理由等

１ 町道の整備と修繕

（１）整備（維持管理班）

尾上及び飯積地先の町道０２－０１２号線において、高﨑川を跨ぐ飯積橋架設工

事に着手し、令和７年度完了を目指します。

中川流域治水対策のうち最も有効な対策である中川調節池整備工事に着手し、早

期完了を目指します。

（２）修繕（維持管理班）

橋梁の長寿命化のため、JRを跨ぐ台橋の補修設計を行います。

２ 道路及び公園施設の適切な維持管理

（１）道路施設の適切な維持管理（維持管理班）

定期的な道路パトロールを実施し、道路舗装や交通安全施設の異状の把握に努め

るとともに、迅速な対応を行います。

３

５

４

・町道０２－０１２号線（尾上飯積線）については、高崎

川横断部の構造物の見直しを行ったため、令和７年度の完

成は出来なかったが、橋梁架設工事を発注し、下部工まで

完成することができました。

・中川調節池整備事業については、築堤工事に着手してい

るところだが、用地取得が思うように進まなかったことか

ら、調節池の効果について再検証し、容量等の見直しを実

施することになりました。

・台橋の長寿命化については、補修設計業務を完了したほ

か、交付金の残予算を使用し事業推進のため、長寿命化事

業の一部である伸縮装置の交換や舗装打替などを実施し

ました。

・企画財政課施設総合管理室と協働して実施した道路パト

ロールにより迅速な対応ができ、道路瑕疵の減量に務める

ことが出来ました。

達成度：R8.3.31の自己評価
５ 目標を完全に達成した。

４ 目標を概ね達成した。

３ 目標を一部達成した。

２ 目標をほとんど達成できなかった。

１ 目標をまったく達成できなかった。
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（２）公園施設の適切な維持管理（維持管理班）

住民の憩いの場である総合公園及び街区公園の適正な管理を行います。

また、公園施設の長期的な保全のため長寿命化計画を策定します。

（３）街区公園施設の改修（維持管理班）

上ヶ作緑地の公園トイレが老朽化のため補修が続いていることから、全面改修工

事を行います。

（４）植栽の適切な維持管理（維持管理班）

道路や公園・緑地等の除草及び植栽の剪定等を適切な時期に実施し、安全な歩行

空間の確保や良好な公園・緑地等の維持に努めます。

３ 安全で快適なまちづくり

（１）空き家等対策（計画整備班）

町の空き家等対策の協定事業のひとつである空き家予防セミナーの開催等を町ホ

ームページや広報「ニューしすい」等で周知します。

また、空家等対策計画に基づく取り組みを推進します。

（２）良好な景観形成の促進（計画整備班）

景観法及び町景観基本条例の目的や理念、町景観条例の規定等について、町ホー

ムページ等で周知し、届け出にあたり適正な指導を行い、良好な景観の形成に向け

４

１

３

３

４

・限られた予算のため実施回数が思い通り出来なかった。

しかしながら、突発的な要望には職員で対応し、保全に努

めることが出来ました。

・上ヶ作緑地の公園トイレについては、建替での全面改修

を予定していたが、一部の住民の理解が得られなかったこ

とから事業を実施することが出来なかった。

しかしながら、公園内のベンチが老朽化により危険な状

況となっていたことからベンチの改修工事を実施するこ

とが出来ました。

・限られた予算のため実施回数が思い通り出来ませんで

した。しかしながら、状況がひどかった国道２９６号の街

路樹については、一部伐採を実施し管理しやすい状況に出
来ました。

・空き家相談会及び予防セミナーについては、予定どおり

実施することが出来ました。（相談会５組、セミナー８名）

しかしながら、空家等対策計画に基づく空家リフォーム

補助と危険空家除却補助については、要綱策定に時間を要

したため来年度からの実施となりました。

・良好な景観の形成に向け、町ホームページで周知を行い、

酒々井町景観法に基づく届出の適合の可否について適切
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た取り組みを推進します。

（３）住宅耐震改修の促進（計画整備班）

住宅耐震診断、住宅耐震改修工事、耐震シェルター等の整備及び危険コンクリー

トブロック塀等の撤去の各種補助制度について、町ホームページや広報「ニューし

すい」等で周知し、住宅耐震改修等の促進に努めます。

（４）狭あい道路整備の促進（計画整備班)
狭あい道路の拡幅に向けた手続き等について、町ホームページや広報「ニューし

すい」等で周知し、狭あい道路の整備に向けた取り組みを推進します。

（５）宅地耐震化推進事業の促進（計画整備班）

令和５年度調査を実施した上本佐倉１丁目において、より詳細な調査を実施

し、宅地耐震化を推進します。

４

４

３

な処理を行いました。

・住宅耐震診断、住宅耐震改修工事、耐震シェルター、危

険ブロック塀撤去及び家具転倒防止等の各種補助制度に

ついては、広報「ニューしすい」に掲載し促進に務めま
した。

 
令和７年度については、住宅耐震改修工事が１件、危険

ブロック塀撤去補助が１件でした。

 
・狭あい道路の整備促進に向けて町ホームページや広報

「ニューしすい」等で周知を行った。

令和 7年度については、１件申請があり所有権移転まで

完了しました。

 
・上本佐倉１丁目の調査については年度内に完了すること

が出来た。今後の対策については、県と協議し町としての

方針を決めていく必要があります。


